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4 拙稿 ｢公正価値会計の展開と会計機能｣加藤盛弘編著 『現代会計の認識拡大』森山書
店,2005年,53頁,参照｡




























266 経 営 と 経 済






























































































































































































































































































































































































公正価値会計再論 一 公正価値の機能 - 279
ばならない｡そして,その交換価値の測定は移転された対価によるか,取得
純資産の公正価値によるかである｡このうち一般には,より信頼性が高いと
される前者の間接評価によるとされるが,それは参照市場価格にすぎない45｡
さらに市場価格も得られない場合 (明確な対価がない場合)は企業価値の多元
的評価技法に依拠して評価されねばならない,というわけである｡
企業結合会計また減損会計は,まさに交換価値という客観から出発して企
業価値の多元的評価という主観的測定に導 くという,公正価値会計の機能を
最もよく具現した会計モデルの一つであるとみられるのである｡
45 ｢取得企業は被取得企業の取得日における 総̀体としての'公正価値の測定が求めら
れる｡被取得企業の公正価値を測定することの目的は,知識を有し,利害関係がなく意
思がある当事者間の現在の取引において被取得企業の100%が交換される場合の価格を見
積ることである｣(FASB,ExposureDraft,op.cit"par.A8.)
